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要旨
私たちの心には、意思や感情、葛藤といった直接測ることのできない内的状態が存在する。

これらは古来より哲学や心理学の根源的な問いであったが、現代の生命科学や医学において
も依然として未解明の課題として残されている。本講演では、数理モデルと機械学習を融合
した「データ駆動モデリング」によって、不可視の心の状態を科学的に読み解く試みを紹介
する。
具体的には、行動データから報酬構造を逆算的に推定する「逆強化学習」、あいまいな認

識や心の揺れを捉える「逆自由エネルギー原理法」、さらには信頼ゲームと血液データを統
合して社会的意思決定の分子基盤を探るベイズ階層モデルといった手法を開発してきた。こ
れにより、線虫からマウス、ラット、サル、ヒト臨床データに至るまで、報酬と探索、楽観
と悲観、ひらめき、他者への信頼といった多様な心の働きを定量的に記述できることを示し
てきた。
こうしたアプローチは、従来は主観的に語られるしかなかった心の働きを定量的に扱うた

めの基盤となりうる。また、精神疾患の定量的な評価指標の創出のみならず、生物が環境に
適応する普遍的原理の理解にもつながる可能性がある。本講演では、心をスキャンするかの
ように内的状態を可視化するデータ駆動モデリングの現在と展望について議論したい。

世話人：木村幸太郎（理学研究科）kokimura@nsc.nagoya-cu.ac.jp
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